[bookmark: _GoBack]平成２６年度　修了模擬試験問題（解答例）
施行日　平成２５年１２月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　


問題１　次の各問いに答えよ。

（1） 経緯度座標の規準である「日本測地系」と「世界測地系」とでは、何が違うのか。
[image: ]右図を参考にして図中にある用語を使用して説明せよ。
　　　　　「日本測地系」と「世界測地系」とでは、準拠している楕円体が異なる。
日本測地系　：　準拠楕円体　＝　ベッセル楕円体（明治～平成14年）
世界測地系　：　準拠楕円体　＝　GRS80楕円体（世界標準）









（２）地球上の任意の位置を指定するためには、何らかの座標系が必要になる。一般に球体の位置を正確に表現するためには緯度・経度が使用されるが、いま、あなたは「測地系」を決定し、ある地物の地理座標系による位置が決定できた。この地物の周辺地図を作成して現場へ持ち込み、正確な測量結果を書き込んで検討するためには、この周辺地図をどのように表現すれば利用しやすくなるか述べよ。
地理座標系は３次元の球形座標系であるため、紙など２次元の平面に投影すると利用しやすい。








（３）投影法とは何か、知るところを述べよ。
投影とは、光源をどこかに設置して、影絵の要領で地球の曲面を平面に写し出し平らにすることであって、投影法とはそのための光源の位置、投影面の形状、準拠楕円体と投影面の位置関係などの定義。
投影されていない経緯度座標の地図は、方位、距離、面積のいずれも正確でない可能性があるが、投影法によって、方位、距離、面積のうち少なくともひとつは正確に表現できるようになる。







（４）	GISソフトで四国のデータと日本のデータを表示させたところ、下図のようにデータが本来とはまったく異なるスケールで、場所も意図しないところに現れてしまった。うまく重ならない原因を推定して述べよ。
いずれかの地図データに座標系の定義がなされていないか、座標系の定義が誤っている。

[image: 名称未設定 1]


問題２　文中および図中の（　）にあてはまる語句を語群から選んで記号で答えよ。

[image: 名称未設定 1]（１　3次元）の地理座標系を新たに（２　2次元）平面座標系に投影変換するためには、その平面座標系の（３　原点）を定義する必要があります。同じ投影法でも、切り出す範囲や図郭によって当然その原点は異なります。利便性のために通常、地図上の（４　経緯線）の交点を原点とすることが多いようです。
　例えば日本では、（５　小さな）地域（市区町村単位）を表現するときに「（６　平面直角座標系）」と呼ばれる座標系を用います。（６　平面直角座標系）は日本を（７　19）の地域に分け、その地域ごとに（８　異なる）原点を設定しています。こうすることで、単一の原点を用いるよりもその地域ごとの（９　歪み）が押さえられ、誤差が少なくなるという利点があります。
　また、（10　大きな）地域（地方単位）を表現するときには「（11　UTM座標系）」と呼ばれる座標系を用います。（11　UTM座標系）は、地球を子午線（12　経線）方向に沿って（13　60）の地域（帯）に分けたもので、その原点は各地域の（14　中央子午線）と赤道の交点になります。なお、国土地理院において全国を対象とする一般図を作成する際に1/25,000地形図は（15　UTM図法）が用いられている。

語群　ア　歪み、　イ　３次元、　ウ　２次元、　エ　原点、　オ　UTM図法、　カ　小さな、　キ　19、　ク　60、　ケ　異なる、
　　  コ　同じ、　サ　誤差、　シ　平面直角座標系、　ス　UTM座標系、　セ　中央子午線、　ソ　経緯線、　タ　経線、　チ　大きな

　　　解答欄
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	13
	14
	15

	
イ

	
ウ
	
エ
	
ソ
	
カ
	
シ
	
キ
	
ケ
	
ア
	
チ
	
ス
	
タ
	
ク
	
セ
	
オ



問題３　デジタル地図データとしてGISソフトに読み込む際、（１）～（３）のような操作をして表示させた。解答欄の（問題有り、問題なし）のどちらかを○で囲み、操作に問題がある場合は、その点を指摘しなさい。

（１）　座標（30，50）のポイントデータを表示するため、東経30°、北緯50°の地点に表示した。
（問題有り、問題なし）
座標（30,50）が、「東経30度、北緯50度」を意味するのか、あるいは「ある原点から北へ30m、東へ50ｍ」を意味するのか不明である。また、測地系も明示されていない。







（２）測量で得たデータである３次元の地理座標をGISソフトによって2次元で表示し、図化した平面図上で面積、距離、角度を測定して成果とした。
（問題有り、問題なし）
地理座標系のデータをただ単に平面化しただけでは、面積などを測定しても正確ではない。また、投影変換する場合でも成果の利用目的に応じて投影法を選択する必要がある。







（３）友人からもらった道路データを自分の住宅地図データと重ね合わせたところ、わずかに部分的にずれて表示された。友人にデータの諸元を聞いたが「わからない」ということだった。しかし、ズレはそれほど大きくなかったので、手動でデータを少しずらせてうまく重なるように直し、友人にもその修正データを「直しておいた」と断った上で返した。
（問題有り、問題なし）
手動で修正をかける前に、入手した道路データがどのような測地系、座標系などを持っているか確かめる必要がある。確実に測地系、座標系がわかっているデータ上へ、測地変換、投影変換させながら不明なデータが重なる条件を探る作業を繰り返すことによって、元のデータの緒元が判明することがある。





問題４　次の各問いに答えよ。

（1） [image: 経緯度の表し方]あなたの自宅が地球上のどこにあるか、その位置情報を誰もが共有できる定量的な方法はどのようにして
表現したら良いか。右図を参考にして図中にある用語を使用して述べよ。
　　　　　地理座標（経度、緯度の座標）で表現する









（２）「測地系」とは何のことか、下図を参考にして述べよ。
[image: http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/~masumoto/vuniv2000/Img02l05.gif]モデルとなる回転楕円体の中心位置、赤道半径、扁平率等の定義のこと

（３）地球上の地物を含めた周辺地域を平らな地図（２次元の地図）にしたいとき、下図のように光源をどこかに設置し、影絵の要領で地球の曲面を平面に「投影」すると平らに表現できる。この「投影」することによって、ほかにどんな良いことがあるか述べよ。
投影法によって、方位、距離、面積のうち少なくともひとつは正確に表現できる

[image: 投影][image: http://3dcg.img.jugem.jp/20061215_219339.JPG][image: 投影2]

（４）	GISソフトで道路データと境界データを表示させたところ、下図（ａ）のように500ｍほどずれてうまく重ならなかった。そこでデータ提供者に問い合わせて道路データにある変換処理をして無事に（ｂ）のように重ね合わせることができた。最初にうまく重ならなかった原因を推定して述べよ。
[image: トラブル2]測地系の異なるデータが混在している

問題５　次の文章を読み、下図を参考にして各問いに答えよ。

地物の位置や形状といった空間的な特性を図形データやラスタデータとしてデータ化する際に、どういった座標系で作成しても良いが、実世界の場所との対応が可能な体系で座標値を用いる[下線①]のがＧＩＳの世界では一般的である。ＧＩＳデータの座標系には大きく分けると、地理座標系と 投影座標系の２種類がある。地理座標系は、地物の場所を（１経度と緯度）の座標値で管理し、座標値の単位は（２　（度）°）で管理する。一方、（３　投影座標系）は地理座標系を投影した平面上の（４　直交座標）で管理し、座標値の単位は（５　　長さ　）の単位になる。
投影法には利用目的に応じて様々なものが考案されている。[下線②]我が国のＧＩＳデータにも様々なものがあり、多くは平面直角座標系（我が国固有の座標系）や（６　ＵＴＭ座標系）で作成されている。いずれも（７　横メルカトル）図法で投影されるものであるが、各座標系の（８　原点の位置）や縮尺係数といったパラメータが異なる。
[image: ]（10　　　　　　　）
（９　　　　　　　）


（１）文中および図中の（　）にあてはまる語句を語群から選んで記号で答えよ。

語群　ア　正方形、　イ　度（°）、　ウ　直交座標、　エ　地理座標系、　オ　投影座標系、　カ　長さ、　キ　重心の位置、　ク　横メルカトル
　　  ケ　ＵＴＭ座標系、　コ　正距、　サ　原点の位置、　シ　経度と緯度、　ス　平面直角座標系、　セ　自転軸の位置、　ソ　数学座標系

　　　解答欄
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10

	
シ
	
イ
	
オ
	
ウ
	
カ
	
ケ
	
ク
	
サ
	
エ
	
オ



（２）文中の下線①のように地球上の位置を経度・緯度で表わすための基準を測地基準系（測地系）というが、わが国の地理座標系で使用される代表的な測地基準系を３つ書きなさい。

	日本測地系
	世界測地系
	WGS84



問題６　平面直角座標系における第７系が適用される地域は、石川県、富山県、岐阜県、愛知県の四県であり、その原点は岐阜県の飛騨地方にある。このとき、平面直角座標系７系で表示された名古屋市にある東海工業専門学校の座標値として正しいものはどれか、番号で解答せよ。ただし、下記備考を参照せよ。
　　　　　Ｘ　　　　　　Ｙ平面直角座標系（平成十四年国土交通省告示第九号）備考

座標系は、地点の座標値が次の条件に従ってガウスの等角投影法によって表示されるように設けるものとする。
１．座標系のＸ軸は、座標系原点において子午線
に一致する軸とし、真北に向う値を正とし、
座標系のＹ軸は、座標系原点において座標系
のＸ軸に直交する軸とし、真東に向う値を正
とする。
２．座標系のＸ軸上における縮尺係数は、
０．９９９９とする。
３．座標系原点の座標値は、次のとおりとする。
Ｘ＝０．０００メートル
　　Ｙ＝０．０００メートル
東海工業専門学校
７系原点

1 　２４０１５，　９４７３７
2 －２４０１５，　９４７３７
3 　２４０１５，－９４７３７
4 －２４０１５　，－９４７３７
5 　９４７３７，　２４０１５
6 －９４７３７，　２４０１５
7 　９４７３７，－２４０１５
8 －９４７３７，－２４０１５
解答欄


8







問題８　次の文は、地図投影法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. 地図投影法は、（ ア ）である地球の表面上に存在する（ イ ）の位置や形をできるだけ正しく平面に描くために考えられたものである。
2. 正距図法は、地球上の（ ウ ）と地図上の距離を正しく対応させる図法であり、特定の1点/2点から任意の点までの距離を（ エ ）で表示することが可能である。
3. 正角図法は、地球上と地図上の対応する任意の二方向に引いた方向線のなす（ オ ）が等しくなる図法であり、（ カ ）や航空図などに用いられることが多い。
4. 正積図法は、地球上の任意の範囲が、その（ キ ）の比率を保持したまま地図上に表示される図法である。
5. 地図上において、正角図法と正積図法の性質を同時に満足させることは理論上（ ク ）である。

語群
ａ．地物、ｂ．角、ｃ．不可能、ｄ．可能、ｅ．距離、ｆ．三次元立体、ｇ．海図、h．宇宙図、ｉ．楕円体、ｊ．同一の縮尺、ｋ．中心、ｌ．面積 

	
解答欄

	（ア）
	（イ）
	（ウ）
	（エ）
	（オ）
	（カ）
	（キ）
	（ク）

	
	ｆ．三次元立体
	ｇ．地物
	ｅ．距離
	ｄ．同一の縮尺
	ｂ．角
	ａ．海図
	h．面積
	ｃ．不可能



問題10　下右図は、ある市の一部を示した国土地理院発行の1/25,000 地形図の一部(縮尺を変更、一部を改変)である。次のａ～ｇの文は、この図に表現されている内容について述べたものである。解答欄には正しいものには○印を記入し、明らかに間違っているもの又はこの図を見ただけでは分からないものには、×印を記入し正しい解説を記述しなさい。（内容が正しい記述の場合、下表の「正しい解説の記述」欄は空欄にしておくこと）

	図に表現されている内容
	○or×
	正しい解説の記述

	a. 図の右下の滑川の流水方向は、おおむね南西から東の方向である。
	×
	図の右下の滑川の流水方向は、おおむね東から南西の方向である。

	b. 図の中で、神社の数は寺院の数より多い。
	×
	図の中では神社よりも寺院の方が多い。

	c. 図の中に、史跡・名勝・天然記念物の記号がある。
	○
	

	d. 市役所は鉄道駅の東側にある。
	×
	市役所は鉄道駅の西側にある。

	e. 鶴岡八幡宮の境内には水田がある。
	×
	鶴岡八幡宮の境内には池がある。

	f. 図に描かれた鉄道は、すべてＪＲ線である。
	×
	「かまくら」の駅から、私鉄（江ノ島電鉄）が出ている。

	g.市の大きな神社は、すべてこの図の中に描かれている。
	×
	問題の地形図は、市全域を網羅している訳ではない（描かれているとは言えない）。


[image: ]
















問題11　地理情報システム（ＧＩＳ）で利用するために、地図の内容をデジタル化したベクタデータを作成した。次の文は、このデータの点検について述べたものである。間違っているものを一つ選んでその番号を答えよ。また、文章の間違っている部分を例にならって引用し、正しい記述に修正しなさい。

1. 建物は、一棟ごとに取得されているかどうか、また、隣接する建物、道路などと重なりがないかどうかを点検する。
2. 行政区域､湖沼などの閉曲線で表現される地物は､データ取得開始点及び終了点の座標値が一致しているかどうかを点検する。
3. 隣接する図にまたがる地物については､図郭で座標値の連続性が失われていないかどうかを点検する。
4. 個々の地物は､正しい種別区分で取得されているかどうかを点検する。
5. 河川の中心線から構成されるネットワークが､ポリゴンであるかどうかを点検する。

	解答欄
	番号
	間違っている記述　→　正しい記述

	
	５
	例　×××である　→　○○○である。

ポリゴンであるかどうかを点検する。→　ラインであるかどうかを点検する。



問題14　次の地理情報システムに関して述べた文章の（ ア ）～（ コ ）に入る語句について、語群の中から最も適切なものを選んで記号で答えなさい。

地理情報システム（ GIS ）は、空間の位置に関連づけられた自然、社会、経済などの様々な地理空間情報を、総合的に処理、管理及び（ ア ）するためのシステムである。地理情報システムで使用する地理空間情報は、座標、住所など空間上の特定の地点又は区域の位置を示す情報と、それに関連付けられた情報からなるもので、地図上で表現される点、線及び面の（ イ ）と、（ イ ）の内容や諸元を表す文字や数値などの（ ウ ）から構成される。（ エ ）は、地理空間情報を異なるシステム間で相互利用する際の互換性の確保を主な目的に、データの設計、品質、記録方法、仕様の書き方などのルールを定めたものである。（ エ ）に準拠した（ オ ）は、データ作成時には発注書として、データ交換時には説明書として使用することができる。
空間データとは、地球上の位置と明示的に関連づけられたデータのことである。たとえば、「野生生物の（ カ ）のような自然データから、「新聞Ａ紙を購読している家庭の分布」といった杜会データまで、空問データに該当するデータの範囲は非常に広い。一方「野生生物の（ キ ）」や「新聞Ａ紙の購読者数」のように、位置と関連づけられていないデータは、空間データとは言わない。このように、空間データとは、（ ク ）や地名・住所などで地球上の位置が特定できるデータである。一般的には、地表面のデータを扱うが、地下空間や上空のもの（ ケ ）
従来、空間データは、紙を媒体とする統計資料類や地図など、さまざまな場所において多様な形態で散在し、その情報量も膨大で、効率的な利用が困難であった。コンピュータの高性能化とデータベース技術の発達及びGIS の登場により、（ コ ）を共通の鍵としてデータを総合的にコンピュータ処理することが容易になり、散在していた情報を情報資源として幅広く有効に活用することが可能になった。
＜語群＞
ａ．生息分布、ｂ．食物連鎖、ｃ．座標、ｄ．位置、ｅ．位相、ｆ．情報、ｇ．図形的要素、h．属性要素、ｉ．地理情報標準、ｊ．メタデータ、
ｋ．応用スキーマ、ｌ．製品仕様書、ｍ．観賞、ｎ．分析、ｏ．地球、ｐ．太陽系、q．も対象になる。 、ｒ．は対象としない。

	解答欄
	（ア）
	（イ）
	（ウ）
	（エ）
	（オ）
	（カ）
	（キ）
	（ク）
	（ケ）
	（コ）

	
	ｎ．分析
	ｇ．図形的要素
	h．属性要素
	ｉ．地理情報標準
	ｊ．メタデータ
	ａ．生息分布
	ｂ．食物連鎖
	ｃ．座標
	q．も対象になる。
	ｄ．位置



問題15　次の文は、地理情報システム及びそこで用いられる位置に関する情報を持ったデータ（以下｢地理空間情報｣という｡）に関する事項について述べたものである。明らかに間違っている文章の番号をひとつだけ選んで解答し、その文章の間違っている部分に下線を引き、正しい記述に改めなさい。

1. 地理情報システムは、地理空間情報を管理・加工し、高度な分析を可能とする情報システムである。
2. ラスタデータからベクタデータヘのデータ変換を行う場合、元となるラスタデータ以上の位置精度を得ることはできない。
3. メタデータは、地理空間情報の有無や所在などの入手方法をクリアリングハウスで検索するためのものであるので、引用情報や地理空間情報の作成目的などのデータの入手に関係がない情報はメタデータに記載すべきではない。
4. 地理情報システムでは、ベクタデータを用いて面積計測や経路検索を容易に行うことができる。
5. 地理情報標準は、地理空間情報の設計方法、品質の考え方などのルールを定めたものである。

	解答欄
	番号
	正しい記述

	
	３
	メタデータとは、「データ利用のためのデータ」であり、共通の仕様がある。引用情報や作成目的などの情報が無いと、後続作業における活用ができないため、それを記載する必要がある。



問題16　次の文は、地理情報システム(以下｢GIS｣という)で利用される数値地図データについて述べたものである。間違っているものを一つ選んでその番号を答えよ。また、文章の間違っている部分を例にならって引用し、正しい記述に修正しなさい。

１． 数値地図データによる地形の表現方法は、等高線による表現方法のほか、数値地形モデル(DTM)による表現方法がある。
２． ベクタ形式のデータは、地形・地物を位置座標、位相構造などで表現するデータ形式である。
３． ラスタ形式のデータは、一定の領域内を細かい区画に分割して、各区画の状態を数値として記述したものであり、点、線、面の図形要素の位相構造を表現するのに適している。
４． ベクタ形式の数値地図データは、既成の地形図からスキャナやデジタイザで数値化したデータから作成することができる。
５． ベクタ形式の数値地図データは、個々の地物ごとに属性情報を付与することにより、GIS を用いて特定の属性を持つ地物を検索することができる。

	解答欄
	番号
	間違っている記述　→　正しい記述

	
	３
	例　×××である　→　○○○である。

ラスタ形式のデータは、…　→　ベクタ形式のデータは、…



問題17　次の地図投影法について述べた文章の（ａ）～（ｅ）にあてはまる最も適切な語句を語群から選んで、ア～オの記号で解答欄へ記せ。

　曲面である地球表面を、平面の地図に表現するための方法が地図投影法です。地図投影には様々な方法がありますが、次のように分類することができます。一つは、球面から平面への投影に際して、どの性質を保存させるかという視点による分類です。曲面から平面への投影では、形状、面積、距離、方向のうち少なくとも1つを変形することは避けられないからです。面積が正しくなるように投影する方法は（ａ正積図法）と呼ばれています。任意の2直線がなす角が正しくなるように投影する方法は（ｂ正角図法）と呼ばれています。そして、それ以外の性質を正しく投影する方法には種々があります。もう一つは、経緯線網の形状による分類です。これには、（ｃ円筒図法）、（ｄ円錐図法）、（ｅ方位図法）などがあります。たとえば、（ｃ円筒図法）とは、経線が赤道に垂直な等間隔の平行直線群、緯線が赤道に平行な平行直線群として表現されるものです。実際には、上記2つの分類の組み合わせによって分類されています。たとえば、メルカトル図法は、（ｂ正角図法）であり（ｃ円筒図法）でもあります。

語群：ア　円錐図法　イ　正角図法　ウ　方位図法　エ　円筒図法　オ　正積図法
解答欄
	（ａ）
	（ｂ）
	（ｃ）
	（ｄ）
	（ｅ）

	
オ
	
イ
	
エ
	
ア
	
ウ



問題20　以下に示すのは福岡県糸島市が実施しているスマートフォンとクラウドGISを利用した「枯れ松通報システム」の概念図およびシステムの説明である。この参考事例および授業中に行ったスマートフォンとクラウドGISの利用方法を思い出しながら、あなたが考える、社会に役立つスマートフォンとクラウドGISを連携させたシステムの概要（アイディア）について記述しなさい。
[image: ]
	糸島市はGISの高度利用を図ることを目的とし、スマートフォンを利用して住民から枯れ松の位置情報と写真の提供を受け付ける『枯れ松通報システム』を構築し、住民からの情報受付を行っている。
平成24年11月、糸島市の観光名所「幣の松原」は真っ赤に染まった。これは紅葉しているのではなく、マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリの共生関係によって引き起こされるマツ枯病が発生したのである。しかし、この病気に対する絶対的な防除法は確立されていない。よって他への感染を防ぐためには、マツ枯病に罹患した松はすぐに伐倒駆除を行うしかない。だがこれらの松を糸島市だけで全部を把握することは困難を極める。そこで住民から情報の提供を受ける試みとして、スマートフォンを利用した『枯れ松通報システム』を構築し、ボランティアメンバーの協力を得て実施にこぎつけた。
枯れ松通報システムは、情報提供者各自が所有するスマートフォンから松枯れ情報を送信してもらい、糸島市はクラウドGISで提供を受けた情報を閲覧し、提供を受けて作成されたデータを字絵図と重ね合わせて松の所有者を把握し、松の所有者に伐倒を依頼するといった仕組みである。
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問題１


 


次の各問いに答えよ。


 


 


（１）


 


経緯度座標の規準である「日本測地系」と「世界測地系」とでは、何が違うのか。


 


右図を参考にして図中にある用語を使用して説明せよ。


 


     


 


 


 


 


 


 


 


 


 


（２）


地球上の任意の位置を指定するためには、何らかの座標系が必要になる。一般に球体の位置を正確に表現するためには緯度・経度が使用される


が、いま、あなたは


「測地系」を決定し、ある地物の地理座標系による位置が決定できた。この地物の周辺地図を作成して現場へ持ち込み、正確な測


量結果を書き込んで


検討するためには、この周辺地図をどのように表現すれば利用しやすくなるか述べよ。


 


 


 


 


 


 


 


 


 


（３）投影法とは何か、知るところを述べよ。


 


 


 


 


 


 


 


 


（４）


 


GIS


ソフトで四国のデータと日本のデータを表示させたところ、下図のようにデータが本来とはまったく異なるスケールで、場所も意図しないところ


に現れてしまった。うまく重ならない原因を推定して述べよ。


 


 


 


 


 


「日本測地系」と「世界測地系」とでは、準拠している楕円体が異なる。


 


日本測地系


 


：


 


準拠楕円体


 


＝


 


ベッセル楕円体（明治〜平成


14


年）


 


世界測地系


 


：


 


準拠楕円体


 


＝


 


GRS80


楕円体（世界標準）


 


地理座標系は３次元の球形座標系であるため、紙など２次元の平面に投影すると利用しやすい。


 


投影とは、光源をどこかに設置して、影絵の要領で地球の曲面を平面に写し出し平らにすることであって、投影法とはそのための光


源の位置、投影面の形状、準拠楕円体と投影面の位置関係などの定義。


 


投影されていない経緯度座標の地図は、方位、距離、面積のいずれも正確でない可能性があるが、投影法によって、方位、距離、面


積のうち少なくともひとつは正確に表現できるようになる。


 


いずれかの地図データに座標系の定義がなされていないか、座標系の


定義が誤っている。


 




平成 ２ ６ 年度   修了模擬 試験 問題 （解答例）   施行日   平成２ ５ 年 １２ 月    日                         出題者      中   島    義   雄          問題１   次の各問いに答えよ。     （１）   経緯度座標の規準である「日本測地系」と「世界測地系」とでは、何が違うのか。   右図を参考にして図中にある用語を使用して説明せよ。                           （２） 地球上の任意の位置を指定するためには、何らかの座標系が必要になる。一般に球体の位置を正確に表現するためには緯度・経度が使用される が、いま、あなたは 「測地系」を決定し、ある地物の地理座標系による位置が決定できた。この地物の周辺地図を作成して現場へ持ち込み、正確な測 量結果を書き込んで 検討するためには、この周辺地図をどのように表現すれば利用しやすくなるか述べよ。                   （３）投影法とは何か、知るところを述べよ。                 （４）   GIS ソフトで四国のデータと日本のデータを表示させたところ、下図のようにデータが本来とはまったく異なるスケールで、場所も意図しないところ に現れてしまった。うまく重ならない原因を推定して述べよ。          

「日本測地系」と「世界測地系」とでは、準拠している楕円体が異なる。   日本測地系   ：   準拠楕円体   ＝   ベッセル楕円体（明治～平成 14 年）   世界測地系   ：   準拠楕円体   ＝   GRS80 楕円体（世界標準）  

地理座標系は３次元の球形座標系であるため、紙など２次元の平面に投影すると利用しやすい。  

投影とは、光源をどこかに設置して、影絵の要領で地球の曲面を平面に写し出し平らにすることであって、投影法とはそのための光 源の位置、投影面の形状、準拠楕円体と投影面の位置関係などの定義。   投影されていない経緯度座標の地図は、方位、距離、面積のいずれも正確でない可能性があるが、投影法によって、方位、距離、面 積のうち少なくともひとつは正確に表現できるようになる。  

いずれかの地図データに座標系の定義がなされていないか、座標系の 定義が誤っている。  

